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譜の総てを、東京音楽大学・民俗 [ ママ ] 音楽研究所にその保管を委託する」という文言が
あり、そのまましばらく映画音楽の楽譜は、民音研で保管されました。
その映画音楽の楽譜が、2013 年に 2 月 6 日にご遺族の了承を得て民音研から図書館に搬
入され、正式に寄贈されることになりました。これが最初の寄贈になります。








































7 2006 年 11 月 23 日に第一生命ホールで開催された。


































































表紙も1 曲としてカウントし、1 曲ごとに、記譜面や編成などを記述することにしました 15。
作品のまとまりで変わらないものはまとめて記述することにしました。五線紙は、基本的に






















池野氏は、1956 年 2 月 5 日公開、吉村公三郎監督の『嫁ぐ日』を皮切りに、商業用の映
画音楽や記録映画、教育映画を合わせて全部で 210 本 16 の映画音楽を手がけました。
コレクションを紹介するパンフレット『池野成自筆譜コレクション』作成にあたり、池野氏が
音楽を担当した映画等の作品をリスト化しました。出口寛泰 17 氏作成の「池野成メモリアル・







作曲家フィルモグラフィ [8] 池野成」 短篇映画研究会 SHORTFILM RESEARCHERS　
http://d.hatena.ne.jp/tancho/01020108
16 そのうち 1959 年の『海壁』は、小杉太一郎、原田甫、松村禎三、三木稔（いずれも伊福部昭氏に
師事した）との共作。
17 出口寛泰（でぐちかんたい）。池野の研究を長くなさっている。池野の映画音楽をまとめた CD をご自
身のレーベル「サリーダ」から発売している。　http://salida1.web.fc2.com/。




















国立近代美術館のフィルムセンターが作成した『フィルムセンター所蔵映画目録 : 日本劇映画 







21 一般社団法人日本音楽著作権協会 JASRAC のサイト内「作品データベ スー検索サービス」。http://
www2.jasrac.or.jp/eJwid/（2017 年 3 月 7 日アクセス）。
22 東京国立近代美術館『フィルムセンター所蔵映画目録 : 日本劇映画 2000』（東京国立近代美術館 , 
2001 年）。
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さらに、1959 年 2 月24日に公開された鈴木英夫監督作品『燈台』（東宝配給）は、文化庁の
データベ スーには音楽が「斎藤一郎」と書かれていますが、『東宝三十年史』23 には、音楽「池
野成」と記述されています。
また、同書には公開日が 1958 年の 11 月 23 日と記述されており、前述のものとどちらの公
開日が正しいのかはわかりませんでした。今回作成したリスト上は『東宝三十年史』に倣い、














その後、純音楽の楽譜が寄贈された時に、「Ballet-Suite Ballet en un acte」と書かれた
表紙と欠けていたページの楽譜が見つかり、無事に全ての楽譜が揃いました。
楽譜の最後には、「7.00 A.M. 25. May 1953 Tokio」という作曲年が記されていました
が、作品表 25 には、「Ballet-Suite Ballet en un acte」という曲はなく、成立年から判断して
『夜の果樹園』が最も近いと考えました。そこでこの作品について調べると『夜の果樹園』は、
23 東宝株式会社『東宝三十年史』（東宝株式会社 , 1963 年）。
24 http://tokyo-ondai-lib.jp/collection/ikeno。
25 「池野成メモリアル・コンサ トー」のプログラムの作品表。注 7 参照。
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『奥田敏子 モダンダンス思考』に掲載された新聞記事 27 によると、 曲は 4 つの部分に分かれ、
サンバのリズムがあるということが書いてあります。
実際に「Ballet-Suite Ballet en un acte」の楽譜を見ると I、II、Interlude、IIIという4 つ
の部分に別れていて、部分的にサンバのリズムで書かれている部分がありました。
ちなみに、同じ1953 年に初演された『作品七番』28 を三管編成の管弦楽に編曲し『Danses 
concertantes』29 として、1953 年 12 月10 日に日比谷公会堂で行われた第 58 回東京交響楽
団定期演奏会のプログラムの池野のプロフィー ル部分には、「バレエ組曲 1953（六月初演）」













28 1953 年 11 月 5 日に日比谷公会堂で行われた「江口隆哉・宮操子舞踊公演」にて初演された。
29 『作品七番』が好評だったため管弦楽を二管編成から三管編成にした。





初演は、近藤玲子バレエ団が旧帝国劇場で 1954 年に行ったもので、確かに『帝国劇場 100















31 注 30 参照
32 『帝国劇場 100 年のあゆみ』編纂委員会 , 東宝株式会社総務部編『帝国劇場 100 年のあゆみ : 























現在『Tamburata』として知られている曲は、1996 年 6 月 2 日に麻生文化センターで行わ











40 「埼玉県発 ! 吹奏楽情報局へようこそ !」というサイトの県立伊奈学園総合高等学校のページ。http://
saitama-wind.sakura.ne.jp/saitama/high/inagakuen.htm。
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純音楽作品のうちで、池野氏の自筆譜の原本が無い作品が 2017 年 3 月の時点で 3 作品あ
ります。
１つ目は、1953 年 11 月 5 日に「江口隆哉・宮操子舞踊公演」で初演された『作品七番』で
す。この作品は上記のように、二管編成のオーケストラで書かれ、その後三管編成のオーケ
ストラに編曲されて 1953 年 12 月10 日の「第 58 回東京交響楽団定期演奏会」で『Danses 
concertantes』として初演されました。編曲された『Danses concertantes』の自筆譜の原本は
あるのですが、『作品七番』の方は、コピー 譜を含めて一連の寄贈資料の中には存在しません 47。




３つ目は、1984 年 1 月 21日に「東京芸術大学トロンボ ンー・アンサンブル第 5 回定期演奏
会」で初演された 『古代的断章』です。この曲のコピー譜はあるのですが自筆譜の原本はあ




47 桑原和美編『江口隆哉資料目録』 ( 東京女子体育大学 , 2001 年 ) には、『作品七番』に関する音源や
写真などについては載っているが楽譜に関する記述は無い。
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